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1 大槌町 農業的土地利用に向けた取組の推進 

 
 
 
 

所 在 地：岩手県大槌町 

主な用途：ブルーベリー農園及び附随施

設（飲食店、販売店等） 

 
■ 位置図 

 
 

１．目的と背景 

町中心部の未利用地活用にあたり、新たな産業を誘致するこ
とで、若年層にとって魅力ある就労や活動の場を創出 
 町中心部である町方地区には未利用地が残っている。

住宅建設や企業進出の活動が減少する中、移住定住促

進や関係人口増加の重要な要素である若年層にとって

魅力ある新たな就労や活動の場の創出が急務。 

 過年度より町方地区で新たな産業として検討が進む

ブルーベリー農園事業の本格的な事業化に向けて、専

門講師（ブルーベリー農園事業者）の指導の下で実施

する試験栽培による栽培可否の検証及び、ワークショ

ップを通した観光を軸としたブルーベリー農園とし

て事業化した場合の事業計画の策定を行う。 

 
 
 
 
 
 

① 町内複数個所での試験栽培を通じて、栽培環境の違いによる生育差を確認 
② 商圏規模等から、事業実現には複数販路の組合せが必要であることを確認 
③ 未利用地を活用したブルーベリー農園の事業化に向けて、次年度も検討を継続することを決定 

ポイント 

試験栽培用地１ 現況写真 
（試験栽培開始前） 

＜令和６年度の取組成果＞ 
 観光を軸としたブルーベリー農園の事業化を検討する町内事業者を対象としたワークショップの実施と、町内
事業者による試験栽培を開始し、町内事業者がブルーベリー農園事業に関する知見を獲得。 

 ワークショップと試験栽培の監修を契機に、町内事業者とブルーベリー農園事業者との連携体制を構築。 
 試験栽培の植樹式・プレスリリースを通じて、新産業創出と未利用地活用に向けた取組を町内外に周知。 

＜今後の方向性＞ 
 栽培環境に合った育成方法の確立のため、町内事業者によるブルーベリーの試験栽培を継続。 
 直売・加工等、観光以外の販路を模索し、複数の販路を組み合わせた事業計画を町内事業者が策定。 

＜今年度（令和７年度）の取組成果＞ 
 町内５個所で実施した同一育成方法による試験栽培にて、町内事業者の基本的なブルーベリー栽培技術
の知見獲得と、町方地区未利用地における育成方法の課題把握。 

 ワークショップでのブルーベリー農園の事業化に向けた事業計画案の作成と事業実現に向けた課題の明確化。 
 未利用地を活用したブルーベリー農園の実現に向けたアクションプランの策定。 

試験栽培用地１ 

(町有地未利用地) 

約 5,000ｍ2 

町役場 

大槌駅 

町方地区震災復興 

土地区画整理事業

区域 

対象地区 航空写真 
（町方地区） 
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２．取組にあたっての課題 

町中心部（町方地区）における未利用地を活用したブルーベリー農園事業の展開・実現に向けては

以下の課題がある。 

 町中心部でのブルーベリーの栽培可否の検証が必要 
 事業化を目指す町内事業者のブルーベリー栽培技術と事業計画検討の知見獲得が必要 

３．今年度の取組項目 

令和６年度事業で開始した町内事業者のブルーベリー農園の事業化検討の支援により、町中心部に

おける未利用地の利活用を推進する。 

Ⅰ ブルーベリーの試験栽培と農園事業に関する知見獲得 

 町内事業者が行う試験栽培による気候等の環境適性の確認とブルーベリー栽培に関する知見獲得 
 ワークショップを通した商圏分析、卸先調査、周辺類似施設の調査、加工品製造委託の検討等を踏まえた
ブルーベリー農園の事業計画案の作成 

 試験栽培結果と事業計画検討を踏まえたブルーベリー農園の事業化の判断 

Ⅱ 未利用地利活用に向けた事業実施の判断 

 次年度以降の事業化支援の計画（アクションプラン）の策定 

４．取組経過や主な調整プロセス 

６～８月 ブルーベリー農園事業者を講師に招いた試験栽培・ワークショップの実施 
商圏分析や卸先ヒアリング等による投資・収支計画案の検討 

► 栽培環境による生育差を確認するために臨海部・山間部の計５個

所で試験栽培を実施。ブルーベリー農園の経営ノウハウを持つベ

リー・ベリー・ヤミーから講師を招聘し、試験栽培のサポートをしても

らうことで、栽培技術の知見を獲得。 ※p1-4 図１～４参照 

► ワークショップにおいて、モデルケース（講師が経営する農園）と町

方地区との商圏比較や卸先候補へのヒアリング結果、苗木の設置本数

を踏まえ、２つの経営スタイル（観光農園特化、観光農園＋卸売）で

投資計画案・収支計画案を検討。 

９～11月 ブルーベリー農園の事業計画案を策定 
生育状況や資金調達等の懸念から、事業化判断の延期を決定 

► ワークショップにおいて、営農型太陽光発電の先進事例調査、加

工品製造委託の検討を行い、ブルーベリー農園の事業計画案を作

成。※p1-4 図５～９参照 

► モデルケースを参考とした観光農園特化の収支計画は、商圏規模の小

さい大槌町には適さないことが判明。観光だけでなく、複数販路を組み

合わせた事業計画の構築が必要であることを確認。 

► 生育状況不良や事業計画の課題の顕在化により本年度に予定していた

事業化の判断を１年延期することを決定した。 

12～２月  試験栽培と事業計画検討の継続を踏まえ、事業化に向けた次年度以降
のアクションプランを策定 

► 町方地区未利用地での大槌復光社協同組合によるブルーベリー

農園の事業化を目指すことを確認。令和８年度には試験栽培の継

続と事業計画の改善に向けた検討を行い、令和９年度には大槌復

光社による事業開始を目指すというアクションプランを策定。 

 

ポイント③ 
未利用地を活用し
たブルーベリー農園
の事業化に向けて、
次年度も検討を継
続することを決定 

ワークショップの様子 

ポイント② 
商圏規模等から、事
業実現には複数販
路の組合せが必要
であることを確認 

ポイント① 
町内複数個所での
試験栽培を通じて、
栽培環境による生
育差を確認 
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■ 町内事業者によるブルーベリー農園事業の事業化に向けたワークショップの実施体制 

大槌町産業振興課が主体となり、町内事業者を対象に(株)船井総合研究所の支援のもと実施 

町内事業者でブルーベリー農園の事業化を検討する大槌復光社協同組合の知見獲得を目的に、大

槌町産業振興課が主体となり、(株)船井総合研究所の支援のもとワークショップを実施。 

実施主体： 

 大槌町産業振興課（全体とりまとめ） 

民間支援： 

 (株)船井総合研究所（企画、運営、関係者調整、資料作成等） 

連携主体： 

 ベリー・ベリー・ヤミー（ワークショップ資料監修、栽培方法助言） 

参加者： 

 大槌復光社協同組合（ブルーベリー農園の事業化を検討中） 

 

■ 取組工程 

 

実施主体
大槌町

主担当：産業振興課
藤原課長、石井課長補佐

庁内関係課

外部アドバイザー
(株)船井総合研究所

地方創生支援部
杤尾マネージャー
山口アソシエイト
吉田アソシエイト

ワークショップ

支援

助言協力
情報提供

外部事業者

コネクト

企画・運営

試験栽培

生育状況確認の様子ワークショップの様子

ベリー・ベリー・ヤミー
(ブルーベリーの観光農園運営)

CEO 落合氏

ワークショップ資料監修
栽培方法助言

令和６年度事業においてワークショップの講師を務めたベ
リー・ベリー・ヤミーの監修の下に、町内事業者の大槌復光
社協同組合が管理運営を行うブルーベリーの試験栽培を実施。
栽培場所は町中心部の町有地等の全5か所。
【期待する成果】
・町内でのブルーベリー栽培可否の検証
・町内事業者のブルーベリー栽培技術の習得
・土地活用に向けた取り組みに関する町民の認知・意識醸成

試験栽培を行う大槌復光社協同組合を対象としたワーク
ショップを(株)船井総合研究所の運営にて、町役場及びベ
リー・ベリー・ヤミーも参加し、情報共有・事業化検討の場と
して開催。
【期待する成果】
・町内事業者の以下の習得
・ブルーベリー農園ノウハウの習得
・事業計画の検討に必要な情報収集
（商圏、販路、収量、補助金制度、
収支、投資回収等）

Ⅰ

Ⅱ

ブルーベリーの試
験栽培と農園事業
に関する知見獲得

・試験栽培の継続
・事業化の継続検討
・ﾍﾞﾘｰ･ﾍﾞﾘｰ･ﾔﾐｰとの
中長期的な事業連携
継続

実
施
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
調
整

未利用地利活用に
向けた方針検討

・策定した計画（アク
ションプラン）の実行

・未利用地活用に向け
た検討体制の維持

今年度成果の
とりまとめ

6/5
第1回
WS

8/6
第2回
WS

11/4
第3回
WS

2/16
第4回
WS

• 昨年度振り返り
• ブルーベリー事業
計画検討

① 収益パターン(観
光、卸売、併用)

② 商圏規模
③ 卸売販路(ﾋｱﾘﾝｸﾞ

先ﾘｽﾄｱｯﾌﾟ)

次年度計画
(アクションプ
ラン)の策定

試験栽培の実施
（来年度も継続）

ブルーベリー農園事業創業に関する調査、事業計画案の検討

9/10
オンライン
MTG

• 生育状況の確認
• ブルーベリー事業
計画検討

① 収支試算(初期投
資額、補助金)

② 卸売販路(ヒアリ
ング結果)

• 生育状況振り返り
• ブルーベリー事業計画検討
① 加工品販売の検討
② 営農型太陽光発電の検討

(事例調査報告)
③ 収支試算(加工品販売関

連追加)

• 今年度の成
果報告・ま
とめ

• 次年度アク
ションプラ
ンの検討

事例視察
ヒアリング

7/14
オンライン
MTG

• 生育状況の確認
• 育成方法アドバイス

• 生育状況の確認
• 育成方法アドバイス

• 営農型太陽光発電事例視察(9/30)
• 加工品請負事業者ヒアリング(9/26,10/2)

9/12
大槌復光社
見解連絡

卸販路ヒアリング
(7/15～7/30)
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■ 取組成果や重要な検討資料等 

 ○ 栽培可能性の検討（試験栽培） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ○ 事業展開可能性の検討（事業計画） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

図 1 試験栽培用地１の様子 

図４ 試験栽培位置による生育状況の差 

図２ 試験栽培場所 

臨海部の生育状況 
・成長期である８月
に苗があまり育た
ない 

山間部の生育状況 
・生育は良好(一部

は実をつけてもよ
い状態まで成長) 

例年にない猛暑により、 
いずれも育成が想定以下 

図３ 講師による生育状況確認の様子 

図８ 周辺の類似施設の調査 

用地５ 

山間部 

用地１ 臨海部 

（町有地未利用地） 

用地３ 

山間部 

用地２ 

臨海部 

用地４ 

山間部 

図７ 事業収支計画 

図５ モデルケースとの商圏比較 

図９ 営農型太陽光発電先進事例視察 

図６ 周辺の卸先調査 
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５．今年度の取組成果 

成果１ 町内５個所で実施した同一育成方法による試験栽培にて、町内事業者の基本的なブルーベリー栽培
技術の知見獲得と、町方地区未利用地における育成方法の課題把握 

► 試験栽培での講師による水やり・剪定方法等の指導を通じ、町内事業者が基本的なブルーベ

リー栽培技術の知見を獲得。 

► 町内５個所で同一の育成方法による試験栽培を行い、山間部に比べて町方地区未利用地を含

む臨海部では潮風や気温の影響から生育が遅れることが判明。 

成果２ ブルーベリー農園の事業化に向けた事業計画案の作成と事業実現に向けた課題の明確化 
► 講師のブルーベリー農園ビジネスモデルを参考に、観光農園による収益化に向けた事業計画

案を検討した結果、商圏規模等の違いから観光農園単独での事業計画では投資回収に時間を

要することが判明。卸先や加工品製造委託事業者へヒアリングによる販路調査を実施。 

成果３ 未利用地を活用したブルーベリー農園の実現に向けたアクションプランの策定 
► 試験栽培結果や事業計画検討を踏まえ、試験栽培と事業化判断の１年延長を決定。町方地区の

未利用地での事業実現に向けた町と町内事業者による次年度以降のアクションプランを策定。 

６．今後の方向性 

栽培環境に合った育成方法の確立のため、町内事業者によるブルーベリーの試験栽培を継続 
・町方地区の未利用地の栽培環境に合った育成方法の確立のため、試験栽培を継続。具体的には臨

海部でも良好な生育となるよう、過湿対策や肥料濃度を考慮した育成方法を検証する。 

直売・加工等、観光以外の販路を模索し、複数の販路を組み合わせた事業計画を策定 
・投資回収期間の短縮や観光集客の不安定さの克服のため、収益計画の改善策を検討。具体的には

直売、加工品、ふるさと納税返礼品等、複数販路の組み合わせによる安定した事業計画を検討。 

中長期スケジュール・フロー図等 
年度 ゴール 主力検討内容 

令和 
８年度 

①ブルーベリーの試験栽培の継続 
②観光以外の販路の確保 

①令和７年度の試験栽培結果を踏まえ、特に町方地区未利用地
におけるブルーベリーの育成が順調になるように、複数の条
件設定の下、試験栽培を継続する 

②観光のみならず、直売、加工、ふるさと納税などの複数の販路
を組み合わせた事業計画を策定する 

令和 
９年度 

①ブルーベリーの試験栽培の完了
と農園事業展開に向けた準備 

・ブルーベリーの試験栽培の完了と農園事業展開に向けた準備 
・町内向けブルーベリーイベントの開催 
・町内での他事業（特に観光事業）との連携 

 

７．取組主体・関係者の声 
これまでの状況や今回の取り組みにおける工夫や苦労など 
 大槌町の支援が始まり５年が経過しました。今年度の試験栽培結果に

は想定外の部分もございましたが、業務終盤まで追加調査を実施し新

たに太陽光発電事業や畜産業との連携による新事業の可能性も発見さ

れました。（民間支援：(株)船井総合研究所） 

ハンズオン支援事業で今回取り組んだ感想など 
 本事業の実施にあたり多大なるご助力を賜り、深く感謝申し上げます。

事業全体を俯瞰した専門的なアドバイスをいただいたことは、本町の

取組を具体化させる推進力となりました。本事業は令和７年度をもっ

て終了いたしますが、支援を通じて得た知見を活かし、ブルーベリー

栽培の継続や新事業の展開など、町内の事業者を支える体制を今後も

維持・強化してまいります。（大槌町産業振興課 石井） 
  

藤原英志 
課長 

石井満 
課長補佐 

大槌町 産業振興課 


